
 

 

 ２０１６年８月１８日 

 

ヤクルトの乳酸菌発酵技術を集結した高機能化粧品 

「パラビオ」シリーズから「パラビオ ＡＣクリーム サイ」を発売 
 

株式会社ヤクルト本社（社長 根岸 孝成）では、ヤクルト ビューティエンスの最高峰エイ

ジングケア※ブランドである「パラビオ」シリーズの「パラビオ ＡＣクリーム サイ」（医薬部

外品）を、１１月１日からリニューアル発売します。 

 

「パラビオ ＡＣクリーム サイ」は、当社の乳酸菌発酵技術と長年の研究開発力を集結した

「パラビオ」シリーズ最高峰のクリームです。 

今回「パラビオ ＡＣクリーム サイ」ならではの成分「ラメラ粒子エクストラ」（保湿成分）

の改良に加え、お肌にハリ・弾力を与える「ビフィズス菌はっ酵エキス（大豆）」（保湿成分）

などの新配合により、うるおい効果が高まりました。 

コクがあるのにべたつかず、うるおいが実感できるため毎日の朝晩使いに最適です。 

商品の概要と特長は下記のとおりです。 
 

※エイジングケア：年齢に応じたお手入れのこと 

 

 

 
パラビオ ＡＣクリーム サイ（ＳＡＪ） 

①             ② 

 

 

① ＰＡＲＡ（paramount＝超越、最高の）とＢＩＯ

（biotechnology＝生物工学の）の造語で、「生

物工学の化粧品の中で最も秀でたもの」「最高峰

の化粧品」という意味がこめられています。 

② 最高の「最」、才能の「才」、再生の「再」など、

最高峰商品として高い機能性を表現しています。

また表記については、１９世紀末にザメンホフと

いうポーランド人が世界共通語として作った「エ

スペラント語」を採用しました。 

 

 

記 

 

１．商品概要 

商品名 希望小売価格（税抜価格） 容量 

パラビオ ＡＣクリーム サイ 

（医薬部外品） 
30,000円 30ｇ 

 



 

 

２．商品特長 

（１）商品コンセプト 

毎日使うことで、乾燥による小ジワを目立たなくし※１、シミ、ソバカスを防ぎ※２、

ハリを与える効果が期待できるエイジングケアのための高機能クリームです。 

 

（２）主な配合成分（全て保湿成分） 

 ①ラメラ粒子エクストラ 

お肌が本来持っている細胞間脂質に着目した水相と油相が交互に重なったラメラ構造を 

持つ成分です。さまざまな大きさの粒子をバランスよく配合しているため、お肌（角質

層）のすみずみまでとどきます。 

    ②ラメラ粒子（ビタミンＣ内包） 

美白※２の有効成分であるビタミンＣ誘導体をラメラ構造の中に内包しています。それに

よりお肌（角質層）のすみずみまで美白成分がとどき、メラニンの生成をおさえ、シミ・

ソバカスを防ぎます。 

    ③ラメラ粒子（ビタミンＡ内包） 

     ビタミンＡ誘導体をラメラ構造の中に内包した、お肌のハリ・弾力にはたらきかける成

分です。 

 ④Ｓ．Ｅ．（シロタエッセンス）※３ 

     乳酸菌由来の当社オリジナル保湿成分です。多数の乳酸菌株の中から選び抜いた、お肌 

へのはたらきが高い成分をうみだす乳酸菌でミルクを発酵させて得られます。お肌本来 

のうるおい成分である天然保湿因子と似ているため、よくなじみます。 

    ⑤ビフィズス菌はっ酵エキス（大豆） 

     良質な大豆（豆乳）を当社のビフィズス菌で発酵させ、イソフラボンを活性型にし 

た成分です。ハリのあるみずみずしい素肌に導きます。 

 

（３）香り 

  香りによるリラクゼーション効果を追究し、天然香料にこだわった、爽やかさと気品を 

 感じさせるクリスタルフローラルブーケの香りです。 

 

（４）デザイン 

伝統の吉祥文様「七宝（しっぽう）つなぎ」をあしらい、無限の美しさを体現しました。

内側のピンクゴールドから外側の彫刻を通して拡散する光は、内面から光を放つよう

に輝くお肌を表現しています。また側面中心部の１０角形のカットが持ち手にフィット

し、ふたを開けやすいように配慮した形です。 

 

※１ 効能評価試験済み 

※２ メラニンの生成をおさえ、シミ・ソバカスを防ぐこと 

※３ 乳酸菌はっ酵エキス（ミルク）〈成分名：ホエイ（２）〉のこと 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

３．販売方法 

（１）発 売 日：２０１６年１１月１日（火） 

（２）販売地区：全国 

（３）販売方法：【訪問販売】 

ヤクルトビューティ、ヤクルトレディによる販売 

         【通信販売】 

化粧品専用フリーダイヤル（０１２０－８９６０－８１） 

インターネット（www.yakult.co.jp/cosme） 

ＦＡＸ（０１２０－８９６０－１９）での通信販売など 

以 上 

 

 


